
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

二

八

七

号

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
規
制
の
必
要
性
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人
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ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
規
制
の
必
要
性
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

麻
生
首
相
は
、
米
国
発
の
金
融
危
機
を
「
百
年
に
一
度
」
と
表
現
し
、
景
気
対
策
費
と
し
て
二
十
六
兆
九
千
億
円
を
計
上
す

る
「
緊
急
経
済
対
策
」
を
打
ち
出
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
五
日
の
決
算
行
政
監
視
委
員
会
に
お
い
て
、
私
は
、
尾
身
財
務
大
臣
（
当
時
）
に
対
し
て
「
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
は
、
日
本
が
十
年
前
か
ら
ゼ
ロ
金
利
政
策
（
一
九
九
九
年
二
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
八
月
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
金
利

政
策
と
そ
れ
に
続
く
金
利
設
定
政
策
、
以
下
同
じ
）
に
入
っ
て
か
ら
、
件
数
が
三
倍
、
金
額
は
五
倍
に
増
え
て
い
る
が
、
世
界

的
な
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
源
泉
は
、
日
本
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
に
よ
る
資
金
流
出
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
尾
身
大
臣
は
、
「
日
本
の
金
利
水
準
が
世
界
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
増
大
の
中
の
、
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
大

き
な
要
因
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
因
果
関
係
は
特
別
に
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
の
経
済
の
状
況
、
発
展
の
中
で
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
趣
旨
の
答
弁
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
参
考
人
で
あ
っ
た
福
井
日
本
銀
行
総
裁
（
当
時
）
は
同
委
員
会
に
お
い
て
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
規
制
の
必

要
性
に
関
し
て
、
「
従
来
の
金
融
機
関
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
、
つ
か
ま
え
て
と
い
う
言
葉
は
悪
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
直
接
規

一



制
す
る
と
い
う
こ
と
に
本
当
に
適
し
た
存
在
か
ど
う
か
。
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
所
在
と
、
そ
れ
か
ら
フ
ァ
ン
ド
そ
の
も
の

は
恐
ら
く
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な
ん
か
に
多
く
置
か
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
き
か
せ
る
た
め
の
借
り
入
れ
主

体
と
い
う
の
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
な
ぐ
あ
い
で
、
大
変
バ
ー
チ
ャ
ル
に
近
い
組
み
立
て
方
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
直
接
規
制
で
つ
か
ま
え
る
の
が
効
率
的
な
の
か
、
や
は
り
中
央
銀
行
あ
る
い
は
財
務
省
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
力
を
強
め
て
い
く
の
が
よ
り
現
実
的
か
。
私
ど
も
中
央
銀
行
の
レ
ベ
ル
で
議
論
い
た
し
ま
し
て
も
、
や
は
り

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
と
い
う
こ
と
が
一
番
有
効
な
方
法
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
こ
の
方
向
で
努
力
を
し
て
い
ま
し

て
、
日
本
銀
行
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

こ
の
点
、
麻
生
首
相
の
所
信
表
明
で
は
、
「
百
年
に
一
度
」
の
世
界
的
金
融
危
機
に
関
し
て
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
は

触
れ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
規
制
の
必
要
性
に
つ
き
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
契
機
と
し
た
「
百
年
に
一
度
」
の
世
界

的
金
融
危
機
を
迎
え
た
現
在
に
お
い
て
も
、
直
接
規
制
よ
り
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
が
望
ま
し
い
と
の
認
識
に
変
化
は
な
い

二



か
。こ

の
点
、
欧
州
で
は
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
が
主
導
す
る
形
で
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
役
割
の
見
直
し
や
、
金
融
機

関
と
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
国
際
的
な
規
制
の
整
備
を
め
ぐ
る
議
論
が
進
ん
で
い
る
が
、
日
本
政
府
の
見
解
は
ど
う

か
。

二

質
問
一
に
関
連
し
て
、
規
制
の
必
要
性
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る
か
。
実
績
が
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
お
示

し
願
い
た
い
。

三

直
接
規
制
を
行
う
場
合
で
も
、
資
本
が
外
国
か
日
本
か
な
ど
、
差
異
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

如
何
。

四

世
界
的
な
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
増
加
と
、
日
本
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
が
も
た
ら
し
た
円
キ
ャ
リ
ー
取
引
等
に
よ
る
資
金
流
出

と
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
に
変
化
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

米
国
の
株
価
が
急
落
す
れ
ば
、
日
本
の
金
融
機
関
は
円
キ
ャ
リ
ー
取
引
の
清
算
に
失
敗
し
た
海
外
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の

不
良
債
権
を
抱
え
こ
む
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
日
本
の
金
利
が
上
昇
し
た
り
、
円
高
が
進
行
し
た
場
合
、
為
替
差
損
拡
大
の

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
が
円
を
買
い
戻
す
動
き
が
出
る
こ
と
で
円
高
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

三



さ
れ
る
が
、
円
キ
ャ
リ
ー
取
引
が
、
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
の
認
識
は
あ
る
か
。
政
府
の
見
解

如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


